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6１ 
「
人
間
は
、
そ
の
生
活
の
社
会
的
生
産
に
お
い
て
、
自
分
の
意
志
か
ら
独
立
し
た
特
定
の
、
必
然
的
な
諸
関
係
を
、
す
な
わ
ち
、
か
れ
ら
の
物
質
的
生
産
諸
力
の
特
定
の
発
展
段
階
に
対
応
す
る
生
産
諸
関
係
を
取
り
結
ぶ
。
こ
の
生
産
諸
関
係
の
総
体
が
社
会
の
経
済
的
構
造
を
か
た
ち
づ
く
る
。
こ
の
経
済
的
構
造
は
、
法
律
的
な
ら
び
に
政
治
的
上
部
構
造
が
よ
っ
て
立
つ
現
実
的
な
土
台
で
あ
っ
て
、
特
定
の
社
会
的
意
識
諸
形
態
も
こ
の
経
済
的
構
造
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
物
質
的
生
活
の
生
産
様
式
に
よ
っ
て
、
社
会
的
、
政
治
的
お
よ
び
精
神
的
北
活
過
秘
一
般
が
ど
う
な
る
か
が
き
ま
る
。
人
間
の
意
識
が
人
川
の
存
在
を
き
め
る
の
で
は
な
く
、
反
対
に
、
人
間
の
社
会的存在が人Ⅲの意識をきめるのである。」弓経済学批判』序、向坂逸郎訳）
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
社
会
的
意
識
形
態
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
は
、
そ
の
時
代
の
経
済
的
下
部
構
造
に
依
存
し
て
い
る
。
実
存主義のように、人間の本質は存在に先立つ、とは一一一一口えない。榊造主義的にマルクスの言葉を一一一一口いかえれば、人間
は
、
「
す
で
に
彼
あ
る
い
は
彼
女
の
誕
生
に
先
立
っ
て
、
自
分
が
生
ま
れ
て
く
る
椛
造
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
る
。
…
：
．
つ
ね
に
何
か
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
る
以
上
、
主
体
は
決
し
て
象
徴
体
系
の
超
越
的
で
厳
密
な
源
泉
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
諸
差
異
と
そ
れ
ら
（１） 
の配列の特定の体系において柵築され、この柵沁辿の内部において非Ⅱ中心化されている。」ということになる。
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
理
論
ノ
ー
ト
ー
ジ
罰
イ
ス
評
価
の
試
金
石
と
し
て
Ｉ
１
は
じ
め
に
ｌ
上
部
柵
造
と
下
部
榊
造
鈴
木
良
平
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訳
、＿ノ しかし、経済的な下部職造だけが変革の要因だとマルクスが言っているわけではない。これも有名なシュタルヶ
ン
ブ
ル
ク
宛
の
手
紙
の
中
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
吹
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「政治上、法律上、哲学上、宗教上、文学上、芸術北等々の発展は、経済上のそれにもとづいている。しかしこ
れ
ら
す
べ
て
は
相
互
に
反
作
用
を
お
よ
ぼ
し
あ
い
、
ま
た
、
経
済
的
基
礎
に
反
作
用
を
お
よ
ぼ
す
。
そ
れ
は
経
済
的
状
態
が
原
因
で
あ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
り
、
こ
れ
だ
け
が
能
動
的
で
あ
り
、
他
の
す
べ
て
は
受
動
的
作
用
に
す
ぎ
ぬ
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
究
極
に
お
い
て
つ
ね
に自己を賀徹する経済的必然性を埜鵬にする交万作川である。」（強調は原文。川口浩訳）
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
の
。
経
済
学
批
判
」
序
説
』
で
は
、
「
物
質
的
生
産
の
発
展
が
、
芸
術
的
な
発
展
に
対
し
て
も
つ
不
均
整
な
関
係
」
や
「
い
か
に
生
産
諸
関
係
は
法
律
諸
関
係
と
し
て
不
均
盤
な
発
展
を
な
す
か
」
と
い
う
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
芸
術
や
法
律
な
ど
の
止
部
柵
造
の
発
展
は
、
経
済
的
土
台
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
「芸術では、人のよく知っているように、・その特定の最醗時は、決して社会の一般的発達と対応してはいない。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
物
質
的
土
台
、
す
な
わ
ち
い
わ
ば
社
会
組
織
の
骨
格
の
一
般
的
発
達
と
も
対
応
し
て
は
い
な
い
。
」
（
向
坂
逸
郎
決してない。」
る。 マ
ル
ク
ス
の
言
莱
を
続
け
よ
う
。
社
会
革
命
の
時
期
に
は
、
「経済的基礎が変化すると、それとともに、巨大な上一部構造全体が、ゆっくりと、またはすゑやかに変革される。
このような変革を考察するにあたっては、つねに、経済的一生産諸条件における自然科学的に正確に確認することの
できる物質的変革と、人間がこの争闘を意識してそれを戦いぬこうとする諸形態、すなわち法律的、政治的、宗教
的
、
芸
術
的
ま
た
は
哲
学
的
、
要
す
る
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
諸
形
態
と
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
あ
る
社
会
構
成
は
、
す
べ
て
の
生
産
諸
力
が
発
展
し
て
、
そ
の
社
会
構
成
が
生
産
諸
力
に
と
っ
て
充
分
の
広
さ
を
も
た
な
く
な
る
ま
で
は
、
没
落
す
る
こ
と
は
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
理
論
の
根
木
問
題
は
、
こ
の
経
済
的
下
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義美学を引用したい。
「１芸術と物質的基盤、芸術と生産諸関係の総体との間には明確な連関がある。生産関係における変化に伴って、
芸術そのものも上部柵造の一部として変化する。もっとも、他の諸イデオロギーと同様に、芸術も社会的変化に遅
れたり、あるいは先んじたりすることもありはするが。
２芸術と社会階級との間には明確な連関がある。唯一の真正にして真実の進歩的芸術は、上昇しつつある一階
級
の
芸
術
で
あ
る
Ｑ
そ
れ
は
こ
の
階
級
の
意
識
を
表
現
し
て
い
る
。
３
し
た
が
っ
て
、
政
治
的
、
美
的
、
革
命
的
内
容
と
芸
術
的
な
質
と
は
合
致
す
る
傾
向
が
あ
る
。
部構造と文学というイデオロギー的な上部構造との関連につきる、といっても過言ではない。どの論者も文学の自
立
性
を
認
め
な
が
ら
も
下
部
構
造
と
の
関
連
づ
け
に
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
る
。
そして、具体的にはマルクス主義文学理論は、レーニン、スターリンのソヴィエトにおいて社会主義リアリズム
（２） 
理論まで発展していくわけだが、Ｇ・スタイナーによれば、上部柵趾廻と下部構造の反映理論の解釈の仕方に、大ざ
っぱに言ってエンゲルス、ルカーチ対レーニン、ジュダーノフの対立があるという。しかし、わたしにはそれらの
対立にはあまり関心はない。大かれ少かれ五十歩百歩だと思われるからである。
ただし、我田引水的にジョイスに関連したことだけ引用させてもらうと、
「ジュダーノフ正統派にたいして固く異説を通すフィンヶルスタインは、シェーンベルクやプルーストやジョイ
スのような孤高の航海者を讃美しつづけるｏラデックは一九三四年の作家会議で『ユリシーズ』を「うじ虫のはい
ずりまわるクソの山積ゑを、顕微鏡をかけた映写カメラで撮影したもの」と糸なしたが、フィンヶルスタインはそ
うは見ない。彼はコリシーズ』を現代の商業的文学が吐きだした「幾トンという饒舌の浅薄さと不誠実」にたい
する悲劇的な、しかし自滅的な抗議であると見る。」（由良君美訳）
ジ
ョ
イ
ス
文
学
を
認
め
る
か
否
か
が
、
二
つ
の
流
派
の
試
金
石
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以下、とりあえずＨ・マルクーゼの『美的次元」の中に要約されているスターリン時代の「正統派」マルクス主
Hosei University Repository
6４ 
４作家は、この上昇する階級の利害と要求を明確に表現する責務を負うている。（資本主義下にあって、この
上昇する階級とはプロレタリアートであろう。）
５没落してゆく階級ないしその代表者たちは、「デカダンス」芸術以外のものを産出することは不可能である。
６リアリズム（さまざまな意味合いでの）は、社会的諸関係にもっともよく適合した芸術形式と考えられるか
ら、リアリズムこそが「正しい」芸術形式である。
こ
れ
ら
の
テ
ー
ゼ
の
い
ず
れ
に
も
、
社
会
的
生
産
関
係
が
文
学
作
品
に
は
っ
き
り
と
表
示
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｌ
外
部
か
ら
作
凧
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
内
的
な
論
理
、
物
質
の
論
理
の
一
部
分
と
し
て
ｌ
と
い
う
合
意
が
あ
る
．
」
ハンガリー人ルカーチの『小説の理論』は一九二○年という第二次世界大戦前に、つまりアゥシュヴィッシ以前
と
い
う
き
わ
め
て
幸
福
な
時
代
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
せ
い
か
彼
の
文
学
班
論
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
を
体
験
し
た
、
彼
以
後
の
文
学
理
論
と
は
対
照
的
に
、
ぎ
わ
だ
っ
て
古
典
主
義
的
な
の
で
あ
る
。
「小説は、生の外延的全体性というものをもはやはっきりとは持たぬようになってしまった時代、意味の生内在
が
問
題
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
代
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
体
性
へ
の
志
向
を
持
っ
て
い
る
時
代
、
そ
う
し
た
時
代
の
叙
事
詩
で
あ
る。」（原田義人訳）
小説は神なき資本主義社会にふさわしい文学形式なのである。現代において不可能…知りつつも、古代ギリシャ
の叙事詩にあった人間と世界の全体性を回復しようとする試承なのである。
「歩糸得る、また歩むべき道の地図の役目を星空が果してくれ、星の光によって道を照されているような時代は、
引川が長くなってしまったが、本稿はこれらのテーゼには触れない。スターリン以後のゴルドマソ、アドルノ、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
な
ど
の
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
理
論
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。
（生松敬三訳）
２
ル
ヵ
ー
チ
ー
１
１
党
路
線
の
同
伴
者
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幸福である。」
論』は始まる。，
に、内部と外部‐
である」からだ。
現
代
の
我
々
に
は
古
代
の
ギ
リ
シ
ャ
人
が
も
っ
て
い
た
よ
う
な
閉
鎖
的
な
全
体
性
は
な
い
。
ホ
メ
ロ
ス
の
叙
事
詩
か
ら
プ
ラ
ト
ン
の
哲学への移行の中ですでに内発的な「存在の全体性」は失われて、自我と世界の間に深淵が生じてしまったのであ
極
マ
ソ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
間
は
全
休
性
を
求
め
る
。
そ
》
」
に
か
つ
て
の
叙
率
詩
に
代
っ
て
小
説
が
登
場
し
て
く
る
所
似
が
あ
る
と
「
叙
事
詩
は
お
の
ず
と
閉
鎖
し
た
生
の
全
体
性
を
形
象
化
し
、
小
説
は
形
象
化
し
な
が
ら
、
隠
さ
れ
て
い
る
生
の
全
体
性
を
発
見
し
、
柵
成
し
よ
う
と
求
め
る
。
…
…
そ
こ
で
、
小
説
の
、
形
式
を
規
定
す
る
根
本
志
向
は
、
小
説
の
主
人
公
た
ち
の
心
理
と
し
て
客
観
化
さ
れる。すなわち、彼らは求める人間たちである。」
こ
の
「
小
説
の
理
論
』
は
一
稼
の
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
諭
」
と
も
解
釈
で
き
る
の
だ
が
、
小
説
の
主
人
公
た
ち
は
神
な
き
時
代
に
自
我
と
世
界
と
の
間
の
断
絶
を
埋
め
よ
う
と
し
て
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
冒
険
を
求
め
る
か
、
深
く
内
省
す
る
し
か
な
い
。
る
。
そ
れ
に
し
か
Ⅸ
ル
カ
ー
チ
は
い
う
。
そ
の
小
説
の
類
型
と
し
て
、
冒
険
形
式
の
典
型
が
セ
ル
ヴ
ァ
ン
テ
ス
の
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
で
あ
り
、
内
性
の
個
有
値
の
形
式
の
典
型
が
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
の
『
オ
ブ
ロ
ー
モ
フ
』
の
よ
う
な
、
「
幻
滅
の
ロ
マ
ン
主
義
」
だ
と
ル
カ
ー
チ
は
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
両
者
を
総
合
す
る
も
の
が
ゲ
ー
テ
の
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
業
時
代
』
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
小
説
は
冒
険
の
形
式
、
内
性
の
個
有
価
の
形
式
、
で
あ
る
。
小
説
の
内
容
は
、
自
己
を
知
る
た
め
に
衣
を
脱
ぐ
心
情
の
物
語
で
あ
り
、
Ｒ
険
を
求
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
試
練
を
受
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
証
叫
を
行
い
な
が
ら
自
己
自
身
の
叡
朴
を
発
見
し
よ
う
と
す
り
、
Ｒ
険
を
求
め
、
そ
れ
る心情の物語である。」
とまるで英国のロマン派詩人シェリーの「星を求める蛾の願い」のようなロマンティックな一一一一口葉で『小説の理
』は始まる。しかし幸福な時代とはちがって、現代の人間は哲学をもっている。ということは、「哲学は、つれ
、
内
部
と
外
部
と
の
あ
い
だ
の
裂
け
目
の
徴
候
で
あ
り
、
自
我
と
世
界
と
の
本
質
の
相
異
、
心
情
と
行
為
と
の
不
一
致
、
の
し
る
し
Hosei University Repository
6６ 
そ
こ
に
三
八
年
に
お
こ
っ
た
ル
カ
ー
チ
対
ゼ
ー
ガ
ー
ス
の
リ
ア
リ
ズ
ム
論
争
の
根
源
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
ず
は
伊
東
勉
氏
の
（４） 
この誰剛争についての「訳者解説」を附こう。
「
ル
カ
ー
チ
は
、
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
社
会
的
現
実
の
客
観
的
全
体
性
を
強
調
す
る
。
…
…
こ
の
客
観
的
全
体
性
を
無
視
し
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
孤
立
し
た
契
機
、
面
接
性
、
つ
ま
り
直
接
の
印
象
や
観
察
や
体
験
だ
け
に
よ
っ
て
、
自
分
の
芸
術
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
自
然
主
義
、
印
象
主
義
、
表
現
主
義
な
ど
の
諸
流
派
は
、
社
会
的
現
突
を
主
観
的
に
破
壊
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
流
派
に
代
表
さ
れ
る
前
衛
芸
術
は
、
結
局
は
、
現
実
を
破
壊
す
る
か
ら
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
デ
カ
ダ
ン
ス
に
おちいってしまう。今日の芸術を、そうした退廃から救出するためには、リアリズムを確立しなければならない。」
そ
れ
に
対
し
て
ゼ
ー
ガ
ー
ス
は
、
錨「第一次大戦の前後は、まったくあたらしい体験の形成される時代、あたらしい芸術の創造される時代であった
こ
と
を
説
明
し
て
、
社
会
的
現
実
の
破
片
だ
け
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
芸
術
的
努
力
、
す
な
わ
ち
表
現
主
義
も
、
ひ
と
つ
の
歴
史
的
必
然
で
あ
っ
た
と
の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
在
、
進
歩
的
な
い
し
輔
命
的
作
家
の
共
同
の
敵
は
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
で
あ
る
か
ら
、
表
現
主
義
的
流
派
や
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
を
デ
カ
ダ
ン
ス
と
同
一
視
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
に
打
撃
を
く
わ
え
よ
う
と
す
る
ル
カ
ー
チ
の
態
度
ジュ、
（３） 
た。」 ル
カ
ー
チ
に
は
、
こ
の
他
に
『
ゲ
ー
テ
研
究
』
と
か
『
バ
ル
ザ
ッ
ク
と
フ
ラ
ン
ス
リ
ア
リ
ズ
ム
』
と
か
『
歴
史
小
説
論
』
な
ど
の
著
作
が
多
数
あ
る
が
、
要
す
る
に
彼
の
文
学
観
に
よ
れ
ば
、
十
九
世
紀
前
半
の
ス
コ
ッ
ト
や
バ
ル
ザ
ッ
ク
や
ト
ル
ス
ト
イ
な
ど
の
批
判
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
小
説
は
、
当
時
の
資
本
主
義
社
会
の
矛
盾
に
つ
い
て
の
認
識
を
正
し
く
具
体
化
し
て
い
た
。
し
か
し
十
九
世
紀
後
半
の
フ
ロ
ベ
ー
ル
や
ゾ
ラ
の
自
然
主
義
小
説
に
な
る
と
主
観
的
に
な
っ
て
い
て
、
現
実
を
正
し
く
客
観
的
に
反
映
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
が
プ
ル
ー
ス
ト
や
ジ
ョ
イ
ヱ
な
ど
の
前
衛
小
説
に
な
る
と
内
容
も
形
式
も
完
全
に
分
解
し
て
堕
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
ル
カ
ー
チ
は
言
う
の
で
あ
る
。
面
マ
－
ソ
つ
ま
り
、
ル
カ
ー
チ
の
。
ハ
ル
ザ
ッ
ク
な
ど
の
「
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
文
学
主
義
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
長
篇
小
説
偏
重
の
文
学
観
は
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、
そ
の
他
い
っ
さ
い
の
表
現
形
式
上
の
実
験
を
、
過
去
の
遺
産
の
尺
庇
に
あ
わ
せ
て
葬
り
去
っ
た
の
だ
っ
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はまちがっている、と批判している。」
これは「訳者解説」の中のほんの一面的な紹介にすぎないが、紙数の都合でお許し願いたい。なお、ジョイスに
引きつげていえば、歴史の全体性を特殊な性格や状況の中に凝縮させる「典型」理念をもち出してルカーチはジョ
イス文学を批判する。例えば、コリシーズ』の中年の主人公ブルームは結婚した多くの男性の行動の特性を備え
てはいるが、ブルームは下層中産階級という歴史的状況の中での典型として描かれていないし、歴史の全体的な弁
証法の動きの中にも縛りつけられていない。また、コリシーズ』の一日の主人公の行動を拙くという自然主義的
な時間処理もあまり現実的ではないし、オデッセイ神話の下敷きも超歴史的であって歴史の典型的な時間を示すに
そ
し
て
、
同
年
生
ま
れ
の
友
人
で
も
あ
り
、
長
年
の
敵
対
者
で
も
あ
る
ブ
ロ
ッ
ホ
の
ジ
ョ
イ
ス
批
判
の
文
章
を
意
地
悪
げ
に
引
用
し
な
が
ら
、
ル
カ
ー
チ
は
ジ
ョ
イ
ス
な
ど
の
前
衛
文
学
を
攻
撃
す
る
の
で
あ
る
。
「さて、われわれはジョイスの描写方法を観察しよう。わたしがジョイスに拒否的な態度をとっているので、読
者の日にうつるジョイス像が、あやまった照明をうけることのないように、わたしは、ブロッホ自身がジョイスに
ついてのべていることを引用する。「：…・自我のない口が、ここでは、ながれる衝動のざなかにある。：：：言語は、
この崩壊にすっかり追従している。……』これまでが説明である。さて、これからが最後的な評価である。『つま
、
、
、
り、これは実のないくる糸であり、同時にまた前代未聞の大投売である。しわくちゃの紙片ばかりでつくったお》」
、
、
、
、
、
の永の品ｏさるのおしゃべり。うなぎのむれ。無からできている断片。．．：：モンタージュは、現今おおくのことを
なしうる。以前は、思想だけが、気楽にならんですんでいた。現在では事物も、すくなくとも洪水地帯では、空虚
（６） 
の幻想的な原始林では気楽にならんですんでいる。』」
は
長
す
ぎ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
以
後
の
時
代
に
な
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
生
ま
れ
だ
が
、
主
と
し
て
。
く
り
で
活
躍
し
た
ゴ
ル
ド
マ
ン
の
３
ゴ
ル
ド
マ
ン
ー
発
生
論
的
構
造
主
義
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ま
く
説
明
で
き
な
い
も
の
か
と
ゴ
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「
小
説
と
い
う
形
式
は
、
わ
れ
わ
れ
の
考
え
で
は
、
ま
さ
し
く
、
市
場
の
た
め
の
生
産
か
ら
生
ま
れ
た
個
人
主
義
社
会
に
お
け
る
日
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
常
生
活
の
、
文
学
の
面
へ
の
置
換
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
．
…
：
小
説
と
い
う
文
学
形
式
と
、
人
間
と
富
一
般
と
の
日
常
的
関
係
と
の
あ
、
、
、
、
、
、
、
いだには…：．厳密な対応関係がある。」
「
小
説
が
提
示
す
る
い
か
に
句
も
複
雑
を
き
わ
め
た
形
式
は
、
量
の
媒
介
に
よ
り
、
交
換
価
値
の
媒
介
に
よ
っ
て
段
損
さ
れ
た
様
態
に
おいて．…：あらゆる質を、あらゆる使用価値をＪもとめなければならないという状況におかれながら、人々が毎日生
き
て
い
る
そ
の
形
式
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
小
説
と
い
う
重
要
な
ジ
ャ
ン
ル
の
構
造
と
、
交
換
の
構
造
と
、
こ
の
二
つ
の
構
造
は
、
お
な
ｃ
一
つ
の
構
造
が
二つの異った面にあらわれたＪものであるといえるほど、厳密に対応的であることがあきらかになってくる。」
難
解
す
ぎ
て
頭
が
痛
く
な
る
が
「
殴
損
さ
れ
た
様
態
」
と
は
ル
カ
ー
チ
の
神
な
き
時
代
の
、
全
体
性
が
失
わ
れ
た
時
代
の
小
説
と
い
う文学形式のことである。ゴルドマンは後に説明するように、或る社会集団の精神構造と、そこから生糸山される
文学作品の構造はホモロジー（相同性）をもつと主張するのだが、ここで述べられていることは要するに上部構造
の
小
説
と
下
部
構
造
の
「
交
換
の
構
造
」
が
ホ
モ
ロ
ジ
ー
（
相
同
性
）
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
上
部
構
造
の
小
説
は
下
部
構
造
を
反
映
す
る
と
言
う
と
悪
名
高
い
反
映
理
論
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
な
ん
と
か
し
て
上
部
構
造
と
下
部
構
造
の
関
係
を
う
まく説明できないＪものかとゴルドマンは苦慮しているのである。ゴルドマンは文学とある社会の集団意識との関係
点原文） 『小説社会学』は一九六四年に書かれている。まずゴルドマソの小説論を「小説社会学の諸問題への序説」から
書
き
出
す
こ
と
に
す
る
が
、
彼
の
小
説
論
は
ル
カ
ー
チ
と
ジ
ラ
ー
ル
に
負
う
て
い
る
。
小
説
の
定
義
に
関
し
て
は
ル
カ
ー
チ
の
『
小
説
の
理
論
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
で
、
異
る
と
こ
ろ
だ
け
引
用
し
た
い
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「ルカーチが書いているように、小説は、小説家の倫理が作品の美学的問題となる唯一の文学形式である。」（傍
「③文学作品というものは、現に与えられている一つの集団意識の単純な反映ではなくて、あれこれの集団の意
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㈹集団意識は原初的な現実でもなければ自律的な現実でもない。これは経済的、社会的、政治的などの生活に参
加
し
て
い
る
個
人
た
ち
の
全
体
的
な
行
動
の
う
ち
に
階
黙
的
に
生
ゑ
だ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
川
俣
兇
自
訳
）
「集団意識」という一一一一口葉がやたらに目につくが、要するに文学はある社会集団の、集団意識Ⅱ世界観の表現であ
り
、
そ
の
世
界
観
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
は
才
能
ゆ
た
か
な
例
外
的
な
個
人
（
作
家
）
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
も
一
種
の
反
映
論
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
シ
チ
面
倒
く
さ
い
方
法
論
を
ゴ
ル
ド
マ
ン
は
「
発
生
論
的
構
造
主
義
」
と
呼
ぶ
の
だ
が
、
そ
れ
は
当
時
流
行
の
柵
造
主
義
と
い
う
静
態
的
な
概
念
に
、
過
去
の
起
源
か
ら
の
歴
史
と
い
う
動
的
な
概
念
を
つ
け
加
え
た
、
欲
張
っ
た
班
論
で
あ
る
。
ゴ
ル
ド
マ
ン
に
よ
れ
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
も
マ
ル
ク
ス
も
フ
ロ
イ
ト
も
ル
カ
ー
チ
も
ゑ
な
発
生
論
的
榊
造
主
義
者
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
ゴ
ル
ド
マ
ン
の
説
明
を
聞
い
て
段
よ
う
。
「
発
生
論
的
枇
造
主
義
の
薙
本
的
な
仮
説
に
は
、
す
べ
て
の
現
象
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
相
当
な
数
の
、
そ
れ
ぞ
れ
レ
ベ
ル
を
典
に
し
た
柵
造
、
…
：
に
屈
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
が
含
ま
れ
て
い
る
し
、
こ
の
相
対
的
全
休
の
一
つ
一
つ
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
…
…
す
べ
て
の
文
化
的
創
造
は
、
同
時
に
個
人
的
で
も
あ
れ
ば社会的でもある現象であって、創造者の個性によって構成される椛造と、この個性を幟進化しているさまざまな
精
神
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
生
承
出
し
て
き
た
社
会
的
集
団
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
構
造
と
、
こ
の
二
つ
の
構
造
の
な
か
に
組
糸
込
ま
れ
る
（７） 
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」
識
：
。
…
に
固
有
な
い
ろ
い
ろ
な
傾
向
の
、
き
わ
め
て
高
度
な
整
合
性
の
レ
ベ
ル
へ
の
到
達
で
あ
る
。
（
以
下
略
）
⑥
集
団
の
思
想
と
、
す
ぐ
れ
た
文
学
的
、
哲
学
的
、
神
学
的
な
ど
の
個
人
的
創
造
と
の
関
係
は
、
内
容
の
同
一
性
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
さ
ら
に
高
度
な
離
合
性
に
あ
り
、
構
造
の
対
応
性
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
性
格
は
集
団
意
識
の
現
実
的
な
内
容
と
は
な
は
だ
し
く
異
な
る
想
像
的
な
内
容
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
。
…
…
「
世
界
観
」
に
対
応
す
る
離
合
的
な
精
神
的
柵
造
…
…
は
集
団
に
よ
っ
て
し
か
作
り
あ
げ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
個
人
に
で
き
る
こ
と
は
、
た
だ
こ
れ
を
き
わ
め
て
高
度
な
盤
合
性
の
段
階
に
ま
で
押
し
す
す
め
て
、
想
像
的
創
造
と
か
概
念
的
思
考
と
か
の
面
に悩換することだけである。
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ホ
モ
ロ
ジ
ー
（
相
同
）
と
は
辞
書
に
よ
れ
ば
生
物
学
用
語
で
、
「
発
生
・
起
源
が
共
通
で
あ
る
た
め
に
同
じ
個
体
の
二
つ
の
体
節
の
形が似ていること」とか、「異種の部分・器官などの相同」と書かれている。また、「機能は必ずしも同じでないが
構
造
や
起
源
が
机
応
す
る
こ
と
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
例えば十七世紀のフランスにはデカルトや．〈スカルなどの相反する思想の持主がいた。つまり、当時のフランス
は「あれこれの集団」から成っていたのであり、デカルトや。〈スカルの哲学はそのような「あれこれの集団の意識
に固有ないろいろな価向がきわめて高度な整合性のレベル」に到達したものなのである。そして。〈スカルやラシー
ヌ
が
属
し
て
い
た
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ズ
ム
は
、
当
時
の
デ
カ
ル
ト
や
ヒ
ュ
ー
ム
の
合
理
主
義
や
経
験
論
の
世
界
観
と
は
対
立
す
る
悲
観
的
な
世界観をもっていた。すべてではあるがこの世界に隠されていて姿を現わざない神と、無ではあるが唯一の世界と
の間で人間は悲劇的に切り裂かれている、とジャンセニズムは考える。そのようなジャンセニズムの悲劇的世界観
が．〈スカルやラシーヌの作品と構造的に相同である、と同時に、個人としては彼らはジャンセニズム過激派であっ
ゴ
ル
ド
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
文
学
作
品
は
社
会
意
識
や
社
会
的
行
動
か
ら
生
ま
れ
る
。
作
者
の
地
位
と
い
う
も
の
は
低
め
ら
れ
て
、
文
学
作
品
は
作
者
個
人
に
よ
る
表
現
で
は
な
く
て
、
作
者
が
そ
の
一
員
で
あ
る
社
会
集
団
の
表
現
と
ゑ
な
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
作
品
の
精
神
構
造
の
起
源
は
社
会
的
行
動
の
中
に
あ
り
、
そ
の
社
会
的
行
動
は
個
人
の
意
志
か
ら
生
じ
る
の
で
は
な
く
て
、
個
人
を
こ
え
た
「
超
個
人
的
な
主
体
」
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
偉
大
な
文
学
や
哲
学
は
社
会
の
中
の
或
る
集
団
の
精
神
榊
造
を
精
巧
に
つ
く
り
あ
げ
た
し
の
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
あ
る
文
学
作
品
の
構
造
と
、
そ
れ
を
つ
く
り
上
げ
た
社
会
集
団
の
精
神
榊
造
と
は
ホ
モ
ロ
ジ
ー
の
関
係
ゴルドマンの処女作『隠れた神』（一九五五年）は。〈スカルの『・ハンセ』とラシーヌの悲劇の研究書であるが、
同
時
に
そ
れ
は
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
と
い
う
一
つ
の
社
会
集
団
の
世
界
観
と
著
者
と
い
う
主
体
と
の
関
連
に
つ
い
に
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
て
の
研
究
書
で
も
あ
っ
た
。
は
分
か
り
や
す
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
この引用文も分かりにくいが、例えば十七世紀の．〈スカルの『・ハソセ』という作品の成立事情を考えれば、少し
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たのでカトリック教会からの断罪・弾圧を恐れたジャンセニズム正統派から冷たい仕打ちをうけ迫害された。その
ような時期に『・ハンセ』なりラシーヌの悲劇作品が書かれた、とゴルドマンは言うのである。
しかし、所詮は「発生論的構造主義」も、一種の反映論のように思える。各構造の相対的な自立性は認めてはい
るものの。最後にジョイスに関連して一言いえば、一一十世紀文学の研究になるとゴルドマンはＨ・マルクーゼの先
進工業社会における一次元化批判に接近してくる。そして現在のテクノクラート（高級技術官僚）社会の状況がロ
ブ・グリエやナタリ・サロートのヌーヴォー・ロマンの評価と結びつくのだ。ゴルドマンには「小説の社会学』の
中に、「ヌーヴォー・ロマンと現実」という識減が入っているが、ジョイスやカフカやムジール、カミュの『異邦
人』やサルトルの『嘔吐』などが切り開いてきた道をヌーヴォー・ロマンの作家たちは継承している、とジョイス
文
学
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
ド
ル
ノ
は
次
に
の
べ
る
マ
ル
ク
ー
ゼ
と
同
じ
く
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
一
員
で
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
も
マ
ル
ク
ー
ゼ
に
似
て
い
る
。
彼
ら
は
ナ
チ
ス
・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
よ
っ
て
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
亡
命
を
強
い
ら
れ
た
り
、
同
じ
く
同
僚
だ
っ
た
ベ
ン
ャ
ミ
ン
は
自
殺
す
る
な
ど
、
に
が
い
体
験
を
味
わ
っ
て
い
る
だ
け
に
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
態
度
は
き
び
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
戦
後
の
ド
イ
ツ
国
民
は
奇
蹟
の
経
済
的
復
興
や
外
面
的
な
民
主
主
義
な
ど
に
酔
っ
て
い
て
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
脅
威
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
警
鐘
を
な
ら
す
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
が
戦
後
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
主
流
の
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
六
○
年
代
後
半
か
ら
で
あ
っ
た
。
ベ
ン
ャ
ミ
ン
の
本
は
彼
の
死
後
十
五
年
た
っ
た
五
五
年
に
初
め
て
出
版
さ
れ
る
と
い
う
有
様
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
思
想
的
に
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在
論
な
ど
が
中
心
の
地
位
を
占
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
や
ヤ
ス
。
ハ
ー
ス
の
存
在
論
や
実
存
主
義
、
そ
し
て
コ
ン
ト
以
来
の
実
証
主
義
な
ど
は
結
局
は
現
状
を
肯
定
す
る
哲
学
な
の
だ
。
ヘ
ー
ゲ
ル
で
は
な
い
が
、
す
べ
て
存
在
す
る
も
の
は
理
性
的
で
合
理
的
で
あ
る
よ
う
に
糸
え
る
。
し
か
し
そ
の
理
性
の
背
後
に
非
合
理
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
な
ど
の
危
険
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
だ
。
人
び
と
は
権
力
に
政
治
を
ま
か
せ
、
福
祉
国
家
ム
４
ア
ド
ル
ノ
ー
批
判
の
哲
学
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－
ド
に
酔
っ
て
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
調
湫
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
権
力
に
よ
っ
て
操
作
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
は
ナ
チ
ズ
ム
復
興
の
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
の
だ
。
今
わ
れ
わ
れ
に
必
要
な
こ
と
は
、
い
た
ず
ら
に
平
穏
無
事
な
幸
福
を
求
め
る
こ
と
で
は
な
い
。
現
状
と
現
状
に
迎
合
す
る
哲
学
。
思
想
な
ど
を
根
本
的
に
、
徹
底
的
に
否
定
す
る
こ
と
な
の
だ
、
と
ア
ド
ル
ノ
は
言
う
のである。
「
真
に
自
由
な
理
性
的
思
惟
と
は
、
理
想
を
堅
持
し
、
理
想
と
現
実
と
の
く
い
ち
が
い
の
欺
臓
的
隠
蔽
を
拒
否
し
、
現
実
の
全
体
が
不真実であることを認識する批判的精神である。」
「道具として隷従することは、理性的思桃の堕落であり、自己喪失である。それにもかかわらず、いま、理性は、
道具的剛性へ堕し、ゑずからのＭ位を喪失している。哲学の課題は、剛性のこのような隷従から、剛性を解放する
こ
と
で
あ
る
。
自
由
な
思
桃
の
回
復
で
あ
る
。
日
巾
な
思
惟
と
は
、
対
象
・
事
実
・
現
実
に
た
い
し
、
自
由
な
批
判
に
徹
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
、
哲
学
の
水
質
で
あ
ろ
う
。
病
め
る
道
具
的
班
性
は
、
他
康
を
回
復
し
、
自
由
な
批
判
的
理
性
と
な
ら
な
く
（８） 
てはならない。批判の哲学が、ゆがんだ哲学（存在込川や実証主義など）にとってかわらなくてはならない。」
残
念
な
が
ら
こ
れ
は
ア
ド
ル
ノ
、
身
の
一
一
百
葉
で
は
な
く
て
、
ア
ド
ル
ノ
解
説
書
か
ら
の
引
川
で
あ
る
。
ア
ド
ル
ノ
の
文
章
は
充
分
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
し
、
研
究
書
な
ど
も
殆
ん
ど
な
い
の
は
残
念
だ
。
ち
な
承
に
言
え
ば
、
ア
ド
ル
ノ
も
い
と
こ
の
ベ
ソ
ャ
ミ
ソ
も
マ
ル
ク
ー
ゼ
も
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
ナ
チ
ズ
ム
の
弾
圧
が
一
隅
は
げ
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
か
く
も
簡
単
に
ド
イ
ツ
国
民
が
ナ
チ
ズ
ム
に
屈
服
し
て
し
ま
っ
た
ゆ
え
ん
は
、
従
来
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
虚
偽
思
想
）
論
が
無
能
で
役
に
た
た
な
か
っ
た
せ
い
で
あ
ろ
う
。
ナ
チ
ス
の
政
治
的
・
心
班
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
力
が
マ
ル
ク
ス
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
を
完
全
に
肥
倒
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
砿
か
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
無
能
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
に
対
す
る
反
省
が
仏
の
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
な
ど
が
難
解
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。
ア
ド
ル
ノ
や
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
哲
学
は
、
い
わ
ば
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
シ
シ
の
に
が
い
反
省
の
上
に
生
ま
れ
た
桝
学
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ア
ド
ル
ノ
は
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
糸
な
ら
ず
、
旧
来
の
マ
ル
ク
ス
主
義
を
固
守
す
る
東
ド
イ
ツ
を
も
批
判
す
る
。
そ
の
ア
ド
ル
ノ
が
六
○
年
代
後
半
の
学
生
反
乱
の
時
に
は
、
学
生
と
と
も
に
立
ち
上
る
こ
と
を
せ
ず
、
Ｓ
Ｄ
Ｓ
（
社
会
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「
芸
術
は
、
芸
術
が
現
実
を
写
真
的
に
あ
る
い
は
八
展
望
的
に
Ｖ
模
写
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
を
認
識
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
現
実
の
経
験
的
姿
勢
に
よ
っ
て
お
お
わ
れ
て
い
る
も
の
を
、
芸
術
の
自
立
的
椛
造
に
よ
り
つ
つ
、
芸
術
が
語
り
で
る
、
というそのことによって、芸術は現実を認識するのだ。」
れぱならない。
主
義
ド
イ
ツ
学
生
同
脚
）
の
批
判
を
う
け
、
社
会
研
究
所
を
占
拠
さ
れ
追
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ド
ル
ノ
は
理
性
ば
か
り
を
説
い
た
人
で
も
な
い
。
音
楽
的
才
能
に
秀
で
て
い
た
せ
い
し
あ
っ
て
か
、
人
間
の
情
念
と
い
う
か
、
「
内
な
る
自
然
」
に
対
し
て
も
理
解
が
あ
っ
た
。
「
彼
の
目
ざ
す
呼
蒙
は
、
単
な
る
理
性
の
柵
歌
で
は
な
く
、
抑
圧
さ
れ
た
自
然
（９） 
と剛性との結〈口のうちに新しい人間性を求めようとするもの」であった。
デ
カ
ル
ト
以
来
の
近
代
合
理
主
義
は
、
人
間
の
内
な
る
自
然
を
抑
圧
し
て
い
た
。
抑
圧
さ
れ
た
原
始
的
衝
動
や
情
念
の
は
け
口
を
求
め
る
大
衆
の
現
代
文
明
に
対
す
る
不
満
や
潜
在
的
敵
意
を
ナ
チ
ス
・
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
は
巧
糸
に
利
川
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
ル
カ
ー
チ
は
人
側
の
情
念
と
か
内
な
る
凹
然
を
認
め
な
い
。
班
性
一
本
槍
な
の
で
あ
る
。
ル
カ
ー
チ
に
対
す
る
ア
ド
ル
ノ
の
批
判
は
口
汚
い
。
ア
ド
ル
ノ
の
文
学
論
は
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
過
紀
の
中
で
書
か
れ
た
ル
カ
ー
チ
の
『
現
代
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
意
味
』
を
批
判
す
る
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
「
理
論
の
核
心
は
、
依
然
と
し
て
ド
グ
マ
的
な
の
だ
。
総
体
と
し
て
の
近
代
文
学
は
、
批
判
的
リ
ア
リ
ズ
ム
か
、
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
公
式
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
か
ぎ
り
、
デ
カ
ダ
ン
ス
、
つ
ま
り
、
ロ
シ
ア
国
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
あ
の
嫌
悪
す
べ
き
迫
害
と
漱
淌
の
す
べ
て
を
お
お
い
か
く
す
あ
の
剛
燃
の
烙
印
を
は
り
つ
け
ら
れ
る
。
こ
の
保
守
的
な
い
い
ま
わ
し
を
つ
か
う
こ
と
で
、
ル
カ
ー
チ
は
、
彼
の
止
役
同
様
、
あ
の
権
威
あ
る
教
義
と
民
族
共
同
体
と
を
く
っ
つ
け
あ
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
そ
の
教
義
（皿）
とは一致しない。」（片岡稗治訳）
「
批
判
の
哲
学
」
と
同
様
に
、
ア
ド
ル
ノ
の
芸
術
観
は
「
否
定
の
芸
術
」
で
あ
る
。
芸
術
は
現
実
を
否
定
的
に
認
識
す
る
も
の
、
偽
り
の
現
実
を
否
定
し
、
現
実
の
矛
后
を
暴
熊
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
文
学
は
独
自
の
形
式
上
の
法
則
を
も
ち
、
呪
突
と
敵
対
し
て
、
距
離
を
お
い
て
立
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
学
は
単
に
現
実
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
肌
突
の
矛
盾
を
批
判
す
る
も
の
で
な
け
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「
た
ん
な
る
直
接
性
に
目
を
む
け
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
芸
術
は
、
認
識
と
な
る
。
…
…
客
体
を
受
動
的
に
う
け
い
れ
る
の
で
は
な
く
、
固
有
の
形
式
法
則
の
結
晶
に
お
い
て
の
糸
、
芸
術
は
、
現
実
的
な
も
の
と
収
敵
し
あ
う
の
だ
。
認
識
は
、
芸
術
のなかでは、徹頭徹尾、美的に媒介されている。……零体は、形象として主観のなかへとりいれられるのであって、
疎外された世界の命令にしたがいつつ、主観に対立して物のように存在してしまうのではないのだ。形象において
和解され、つまりは主観のなかへと自発的にうけいれられた客体と、現実的に和解されぬまま外にある客体とのあ
いだの矛盾によって、芸術は、現実を批判する。」
そ
し
て
ジ
ョ
イ
ス
や
プ
ル
ー
ス
ト
の
内
的
独
白
に
は
現
実
を
暴
露
す
る
機
能
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
ジ
ョ
イ
ス
で
さ
え
も
、
そ
の
基
本
は
、
ル
カ
ー
チ
が
彼
に
お
し
つ
け
た
が
っ
て
い
る
よ
う
な
無
時
間
的
な
人
間
そ
の
も
の
で
は
な
くて、最高に歴史的な人間なのだ。彼ジョイスは、どんなにアイルランドの民俗的色彩があるにしても、彼の表現
す
る
世
界
の
彼
岸
に
神
話
を
で
っ
ち
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
神
話
の
本
質
あ
る
い
は
そ
れ
の
非
在
を
呼
び
お
こ
そ
う
と
つ
と
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
彼
は
、
現
在
の
ル
カ
ー
チ
が
軽
ん
じ
て
い
る
様
式
原
理
を
か
り
て
、
彼
の
し
る
す
世
界
そ
の
（ｕ） 
ものをある意味で神話化しているのだ。」
も
う
ひ
と
つ
別
の
個
所
か
ら
ジ
ョ
イ
ス
に
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
引
用
し
た
い
。
「
文
学
作
品
が
芸
術
と
な
る
の
は
芸
術
の
外
に
あ
る
要
素
と
の
摩
擦
に
お
い
て
で
あ
り
、
文
学
作
品
は
そ
う
し
た
要
素
を
超
え
、
ま
た
そ
う
し
た
要
素
を
尊
重
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
を
超
え
る
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
…
…
分
水
嶺
を
な
し
て
い
る
の
は
ジ
ェ
イ
ム
ス
・ジョイスの二つの叙事作品である．彼は厳密に芸術作品の内部において組織化された言語を目指す方向と、Ｉ
心理的なそれでなく、この意味での内部が内的独白という着想を正当化しているのであるＩそれによって初めて
芸術が芸術となる芸術にとっての外在的内容をそれ自体の緊密に閉ざされた内的関連のなかに閉じこめようとする
大叙事詩特有の衝動とを、融合している。両者をいわば同得点のジュースに持ち込んでいるジョイスの手際が、彼
を別格の地位に位置づけているのであり、今日における小説と純粋な音声としての詩という二つの不可能事の谷間
（皿）
に彼を高くそそり立たせているのであります。」（一二光長治訳）
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一二①二
●
冒
少
六○年代後半の学生反乱が世界中を荒れ狂った時に、三つのＭ（マルクス、毛沢東、マルクーゼ）とか一一一番目の
Ｍ
と
か
い
わ
れ
た
マ
ル
ク
ー
ゼ
を
こ
の
よ
う
な
場
に
持
ち
出
す
の
は
い
さ
さ
か
場
ち
が
い
な
感
じ
も
す
る
が
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
に
も
芸
術
論
が
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
岐
後
の
著
書
と
な
っ
た
『
美
的
次
元
』
（
一
九
七
八
年
）
で
あ
る
。
そ
の
謝
辞
に
同
じ
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
ア
ド
ル
ノ
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
し
ら
れ
る
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
の
荻
本
的
な
菱
術
側
は
ア
ド
ル
ノ
と
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
芸
術
と
社
会
の
二
元
的
な
非
妥
協
的
な
疎
隔
、
い
い
か
え
れ
ば
芸
術
の
社
会
か
ら
の
自
立
性
を
強
く
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
高
度
産
業
社
会
に
な
る
と
、
社
会
と
芸
術
の
二
元
的
な
対
立
が
な
く
な
る
。
欲
望
は
抑
圧
を
う
け
て
昇
華
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
充
足
さ
れ
て
脱
昇
莱
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
欲
望
が
昇
華
さ
れ
て
芸
術
作
耐
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り、社会と芸術の一次元化がおこなわれてしまうのである。
こ
の
よ
う
に
二
ロ
ス
と
文
明
』
（
一
九
五
六
年
）
以
来
マ
ル
ク
ー
ゼ
が
フ
ロ
イ
ト
心
理
学
を
取
り
入
れ
て
自
己
の
思
想
・
哲
学
を
形
成
し
た
こ
と
が
評
判
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
フ
ロ
イ
ト
心
理
学
は
ナ
チ
ス
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
反
体
制
側
に
利
用
さ
れることはあまりなかったからである。
と
に
か
く
抑
圧
的
な
脱
昇
華
が
お
こ
な
わ
れ
為
尚
度
産
業
社
会
の
一
次
元
化
状
態
を
批
判
し
た
の
が
、
彼
の
主
著
と
も
い
う
べ
き
三
次
元
的
人
間
』
で
あ
っ
た
。
「
現
代
の
新
し
い
特
徴
は
、
高
級
文
化
の
反
抗
的
・
異
質
的
・
超
越
的
な
要
素
Ｉ
高
級
文
化
を
現
実
の
も
う
一
つ
の
次
元
と
し
て
、
、
、
い
た
要
素
Ｉ
が
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
と
社
会
的
現
実
と
の
対
立
抗
争
が
一
掃
さ
れ
る
と
い
う
点
に
あ
る
．
こ
の
一
一
次
元
、
的文化の清算は、「文化価値」が否定され、拒絶されるために生じるのではなく、文化価値が既成秩序へ無差別に
編入され、そしてそれが大規模に再生産され、誇示されるために生じるのである。」（生松敬一一一・三沢謙一訳）
一
次
元
的
社
会
の
特
色
は
、
機
械
化
が
す
ず
糸
、
臓
業
的
自
律
性
が
失
わ
れ
、
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
の
作
業
の
比
重
が
弱
ま
り
、
労
働
５
マ
ル
ク
ー
ゼ
ー
エ
ロ
ス
に
よ
る
解
放
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敬三訳）
裁礎を置いているのである。」
こ
の
よ
う
に
「
は
し
が
き
」
の
中
で
の
べ
て
、
次
の
よ
う
な
新
ら
し
い
マ
ル
ク
ス
主
義
美
学
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。
ラ
デ
ィ
カ
ル
「
芸
術
の
根
本
的
〔
急
進
的
〕
な
性
質
、
つ
ま
り
、
既
成
の
現
実
へ
の
上
口
発
、
解
放
の
美
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
は
、
芸
術
が
そ
の
社
会
的
決
定
を
超
越
し
、
所
与
の
言
説
と
行
為
の
世
界
の
圧
倒
的
な
現
在
を
保
持
し
つ
つ
も
そ
こ
か
ら
自
己
を
解
放
す
る
次
元
に
こ
そ
、
者の意識と態度が変って否定的立場が弱められたことにある。『美的次元』になるとマルクーゼは従来のマルクス
主
義
美
学
に
は
っ
き
り
と
訣
別
を
つ
げ
る
。
「正統派的マルクス主義美学とは異なり、私は芸術のもつ政治的潜勢力を芸術そのものの中に、美的形式そのも
の
の
う
ち
に
見
る
。
さ
ら
に
ま
た
私
は
、
そ
の
美
的
形
式
に
よ
っ
て
芸
術
は
所
与
の
社
会
的
諸
関
係
に
対
し
て
大
き
く
自
律
性
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
の
自
律
性
に
お
い
て
、
芸
術
は
そ
の
社
会
的
諸
関
係
に
抗
議
す
る
と
同
時
に
、
ま
た
そ
の
社
会
的
諸
関
係
を
超
え
川
も
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
芸
術
は
、
支
配
的
な
意
識
、
Ⅱ
常
的
な
経
験
を
く
つ
が
え
す
こ
と
に
な
る
。
」
（
生
松
、
、
、
「
芸
術
の
世
界
は
ｊ
・
う
一
つ
別
の
現
実
原
則
の
世
界
、
疎
隔
の
世
界
で
あ
る
ｌ
疎
隔
作
用
と
し
て
の
承
芸
術
は
一
つ
の
認
識
的
機
能
を
果
た
す
の
で
あ
る
。
芸
術
は
他
の
言
葉
で
は
伝
達
し
え
な
い
真
理
を
伝
達
す
る
。
芸
術
は
存
認
す
る
。
」
そ
し
て
従
来
の
マ
ル
ク
ス
主
義
美
学
が
否
定
し
て
き
た
美
と
い
う
観
念
を
マ
ル
ク
ー
ゼ
は
認
め
る
の
で
あ
る
。
美
は
エ
ロ
ス
的
性
質
を
Ｊ
も
つ
と
さ
れ
る
。
ま
た
し
て
も
フ
ロ
イ
ト
が
利
川
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
エ
ロ
ス
（
Ⅱ
快
楽
原
則
の
世
界
）
の
中
に
マ
ル
ク
ー
ゼ
は
人
間
の
抑
圧
か
ら
の
解
放
と
、
疎
外
か
ら
の
脱
却
の
根
源
的
な
力
を
見
る
の
で
あ
る
。
「
エ
ロ
ス
の
領
域
に
惨
透
す
る
も
の
と
し
て
美
は
快
感
原
則
を
表
わ
す
。
か
く
し
て
美
は
、
現
に
行
な
わ
れ
て
い
る
支
配
の
現
実
原
則
に
対
し
て
反
逆
す
る
。
芸
術
作
口
叩
は
解
放
の
言
葉
を
語
り
、
死
と
破
壊
を
生
へ
の
意
志
に
従
属
さ
せ
る
解
放
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
の
だ
。
こ
れ
こ
そ
美
的
肯
定
に
お
け
る
解
放
の
要
素
で
あ
る
。
」
元
来
、
快
楽
原
則
の
世
界
に
属
す
る
芸
術
は
、
現
実
原
則
の
支
配
す
る
社
会
と
は
相
い
容
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
芸
術
と
社
会
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
の
だ
。
と
す
れ
ば
経
済
的
下
部
構
造
に
従
属
す
る
こ
と
の
な
い
芸
術
と
い
う
も
の
が
、
下
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部
構
造
の
解
放
に
先
行
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
ろ
う
か
？
上
部
構
造
の
文
化
の
変
革
が
下
部
梢
造
の
変
革
に
先
行
す
る
こ
と
は
可
能
か
？
そ
れ
を
榊
造
改
革
と
呼
ん
で
も
文
化
革
命
と
言
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
マ
ル
ク
ー
ゼ
は
そ
の
よ
う
な
も
の
を
認
め
な
い
。
メ
タ
「
芸
術
は
革
命
の
代
理
を
つ
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
芸
術
は
た
だ
別
の
媒
体
、
放
治
的
内
容
が
超
政
治
的
と
な
る
美
的
形
式
ｌ
芸
術
の
内
的
必
然
性
に
支
配
さ
れ
た
Ｉ
に
お
い
て
、
革
命
を
喚
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
．
」
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
の
中
に
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
「
革
命
の
Ⅱ
標
た
る
平
安
と
、
山
の
世
界
」
を
Ⅲ
き
と
っ
た
よ
う
に
。
な
お
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
に
ジ
ョ
イ
ス
論
は
な
い
。
し
か
し
、
「
商
Ｍ
世
界
の
否
定
、
ま
た
刑
Ｍ
世
界
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
赦
技
、
態
度
、
容
貌
、
身
振
り
の
否
定
と
し
て
の
美
の
表
現
」
と
し
て
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
や
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
の
音
楽
、
ア
ン
グ
ル
や
ピ
カ
ソ
の
絵
画、フロベールやジョイスの文章、ヒッピー・ガールの身振りなどを語っている個所はある。
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
は
一
九
一
五
～
六
年
頃
に
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
や
ヤ
コ
プ
ソ
ン
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
文
学
流
派
だ
が
、
ミ
メ
ー
シ
ス
（
模
写
）
か
ら
の
断
絶
を
主
張
し
、
文
学
を
認
識
の
手
段
と
は
糸
な
さ
な
い
文
学
観
が
、
革
命
後
の
当
局
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
デ
カ
ダ
ン
と
か
逃
避
主
義
と
し
て
獅
圧
さ
れ
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
以
後
、
と
り
わ
け
六
○
年
代
後
半
フ
ラ
ン
ス
で
の
榊
造
主
義
の
流
行
と
と
も
に
復
活
し
再
評
川
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
文
学
観
に
つ
い
て
は
以
前
（
『
ジ
ョ
イ
ス
再
評
価
の
た
め
の
覚
え
評
』
）
に
も
の
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
ヤ
ウ
ス
は
『
挑
発
と
し
て
の
文
学
史
』
の
中
で
相
対
立
す
る
文
学
流
派
と
し
て
文
学
社
会
学
の
マ
ル
ク
ス
主
義
派
と
作
品
内
在
解
釈
法
の
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
派
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
最
近
は
両
極
端
と
も
思
え
る
両
派
が
、
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
の
パ
フ
チ
ン
派
が
マ
ル
ク
ス
主
義
に
接
近
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
派
の
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
な
ど
が
文
学
受
容
理
論
に
近
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
外
に
近
づ
い
て
い
る
ら
し
い
。
ま
ず
は
ヴ
ォ
ロ
シ
ノ
フ
（
Ⅱ
バ
フ
チ
ン
）
の
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
言
語
哲
学
」
（
一
九
二
九
年
）
か
ら
引
用
し
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
６
バ
フ
チ
ソ
ー
マ
腿
ク
ス
主
義
的
言
語
観
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言いかえれば一一一一口葉は階級闘争の場であるということであろう。「闘争と矛盾の焦点」であり、「イデオロギー間
（旧）
争の場」でもあるのだ。（第一部）
第二部では言語哲学の二つの潮流、すなわちフンポルト流の「個人主義的主観論」や、ソシュールの「抽象的客
永
遠
の
性
絡
を
そ
え
、
そ
の
のものにしようとする。」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
で
も
あ
り
記
号
論
で
も
あ
っ
て
、
ま
こ
と
に
難
解
な
の
だ
。
、
、
「すべてのイデオロギー的なるものは、意味を有している。つまりそれは、その外部に存在するなにかを表示し、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
拙き、それに取って替わる、一一一口うなれば記号なのである。記号のないところには、イデオロギーもまたない。」
す
べ
て
の
も
の
が
記
号
に
な
り
う
る
。
従
っ
て
、
、
、
「
自
然
現
象
、
技
術
道
具
、
消
費
製
品
な
ど
と
並
ん
で
、
特
殊
な
世
界
ｌ
記
号
の
世
界
ｌ
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
．
」
そ
し
て
、
「
記
号
的
性
格
は
、
す
べ
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
現
象
に
と
っ
て
共
通
の
定
義
で
あ
る
。
」
だ
か
ら
逆
に
言
え
ば
、
記
号
の
研
究
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
研
究
に
な
り
う
る
。
そ
し
て
、
記
号
の
な
か
で
も
「
言
葉
は
、
す
ぐ
れ
て
イデオロギー的な現象である。……一一一一口葉とは、もっとも純粋かつ精潴な社会交通手段なのである。……言葉は、そ
れだけではなく、中立的な記号なのである。」
、
、
、
、
、
、
そ
し
て
「
記
号
は
間
個
人
的
領
域
に
お
い
て
の
承
発
生
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
…
：
．
一
一
人
の
個
人
が
社
会
的
に
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
ｌ
集
団
を
成
し
て
い
る
こ
と
ｌ
が
必
要
な
の
で
あ
る
．
」
すなわち、言葉という記号は二人の社会的に組織された人間の間に、つまり一一一一口いかえれば、社会の間に発生する
も
の
な
の
だ
。
そ
れ
故
に
、
社
会
が
変
れ
ば
言
葉
と
い
う
記
号
も
変
り
う
る
。
そ
し
て
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
言
葉
ほ
ど
中
立
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
も
の
に
な
り
う
る
も
の
は
な
い
の
だ
。
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
記
号
（
註
、
言
葉
と
読
め
！
）
を
生
き
た
変
化
し
や
す
い
も
の
と
し
て
い
る
そ
の
も
の
、
ま
さ
に
そ
の
同
じ
も
のが、記号を、存在を屈折させ歪める媒体にしている。支配階級は、イデオロギー的記号（Ⅱ一一一一口葉）に超階級的な
永
遠
の
性
絡
を
そ
え
、
そ
の
な
か
で
行
な
わ
れ
る
諸
々
の
社
会
的
評
価
の
闘
争
を
鎮
め
内
部
に
追
い
や
り
、
記
号
を
単
一
ア
ク
セ
ン
ト
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観論」が否定され、生きた言語の具体的な相互作用（コミュニケーション）が言語の基本的現実とされる。
しかし、本書の眼目はなんといっても言語の話し手と聞き手という「対話的性質」にあるのだ。
「他者の発話を了解するということは、それに対して定位し、しかるべきコンテキストのなかにそれのための適
当な場所を見つける、ということを意味する。了解されている発話のそれぞれの語に対して、われわれは、いわば
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
われわれ白身の湾える一連の語を横み重ねる。…：・あらゆる了解は、対話的である。了解は、対話のせりふがつぎ
のせりふに対置しているように、発話に対置している。」
このような一一一一口語の対話的性質を評価したのがテル・ケル派のクリステヴァであった。彼女は「言語に内在する対
話
」
と
い
う
概
念
か
ら
「
対
立
す
る
も
の
の
併
存
」
と
い
う
観
念
を
導
き
、
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
（
多
声
）
小
説
ｌ
バ
フ
チ
ン
の
挙
げ
て
い
る
例
に
は
、
ラ
ブ
レ
ー
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
な
ど
ｌ
を
評
価
す
る
の
で
あ
る
．
、
、
、
、
、
、
、
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
小
説
と
は
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
の
柵
造
を
包
含
し
て
い
る
も
の
で
、
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
の
よ
う
な
ど
ん
ち
ゃ
ん
駁
ぎ
に
よ
っ
て
、
公
け
の
政
治
的
、
社
会
的
、
道
徳
的
階
圃
的
な
秩
序
を
ｌ
キ
リ
ス
ト
教
中
心
の
イ
デ
オ
画
ギ
ー
を
松
覆
さ
せ
よ
う
と
す
る
小
説
（Ｍ） 
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
作
者
の
椛
威
に
従
わ
な
い
多
数
の
声
を
も
つ
。
、
、
、
、
、
、
「
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
の
椛
造
を
包
含
し
て
い
る
小
説
は
ポ
リ
フ
ニ
ー
小
説
と
呼
ば
れ
る
．
：
…
二
十
世
紀
の
「
現
代
」
小
説
ｌ
ジ
罰
イ
メ
、
プ
ル
ー
ス
ト
、
カ
フ
カ
ー
を
そ
こ
に
つ
け
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
．
；
…
十
九
世
紀
の
終
り
に
ひ
と
つ
の
断
絶
が
生
じ
て
、
そ
の
結
果
…
…
今
世
紀
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
小
説
は
「
読
ふ
え
な
い
」
も
の
と
な
り
（
ジ
ョ
イ
ス
）
、
言
語
の
内
側
と
な
っ
（腿）
ている（プルースト、カフカ）のである。」（原川邦夫訳）
バ
フ
チ
ン
に
は
翻
訳
も
あ
る
『
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ブ
レ
ー
の
作
、
叩
と
中
世
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
民
衆
文
化
』
や
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
』
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
取
り
あ
げ
な
い
。
一一一一口語の対話的性質を前面に出すと散文や小説になる。同じくバフチンの『小説の一一一一口葉』（出版は一九七五年）に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「まさに、この言葉の内的対話性、すなわち外面的・構成的には対話形式をとらず、一一一一口葉によるその対象の概念
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「
こ
の
最
初
の
全
体
性
（
私
は
全
休
性
－
（
Ｇ
ｌ
）
と
呼
ぶ
）
は
、
科
学
の
理
論
的
実
践
が
特
殊
な
「
概
念
」
に
変
換
す
る
、
す
な
わ
ち
、
知
識
で
あ
る
と
こ
ろ
の
あ
の
別
な
「
具
体
的
な
」
全
体
性
（
私
は
Ｇ
Ⅲ
と
呼
ぶ
）
に
変
換
す
る
原
材
料
を
構
成
す
る
。
」
「
そ
し
て
科
学
が
作
用
し
、
生
産
す
る
の
は
、
こ
の
Ｇ
ｌ
が
Ｇ
Ⅲ
（
知
識
）
に
変
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
」
「
…
…
理
論
的
実
践
は
Ｇ
Ｉ
に
Ｇ
ｌ
が
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｇ
Ｍ
を
生
産
す
る
。
」
「要約すると、科学的実践は抽象とともに始まり、一つの（具体的な）知識を生孜出すことを我々が認めるなら
ば
、
理
論
的
実
践
の
原
料
で
あ
る
Ｇ
ｌ
は
、
そ
れ
を
「
思
考
の
中
の
具
体
」
す
な
わ
ち
知
識
（
Ｇ
Ⅲ
）
に
変
換
す
る
Ｇ
Ⅱ
と
は
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
我
々
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
全
休
性
を
区
別
す
る
差
異
を
拒
否
し
、
（働きかける）Ｇｌの（働きかけられる）Ｇｌに対する優先権を無視することが、マルクスが拒否したヘーゲル槻
（脇）
念論のまさに根拠なのである。」
あまりにも唐突で分かりかねると思うが、アルチュセールは従来の共産主義の経済的土台重視に代って、「諸矛
べている。
的理解から自立した行為としては分離できないこの対話性こそが、巨大な文体形成力を備えているのだ。……言葉
は
、
対
話
の
中
で
、
そ
の
生
き
た
応
答
と
し
て
生
ま
れ
、
対
象
に
お
い
て
他
者
の
言
葉
と
対
話
的
に
作
用
し
あ
う
中
で
形
式
を
与
え
ら
れる。言葉による自己の対象の概念的理解は、対話的な行為なのである。」（伊東一郎訳）
「小説の発展とは、すなわち対話性の深化、対話性の拡大と洗練である。」
７
ア
ル
チ
ニ
セ
ー
ル
ー
徴
候
的
読
孜
と
，
仏
の
哲
学
者
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
を
こ
こ
に
持
ち
出
す
こ
と
は
邪
道
だ
が
、
次
に
の
べ
る
マ
シ
ュ
レ
ー
や
イ
ー
グ
ル
ト
ン
が
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
派
と
称
せ
ら
れ
る
だ
け
に
、
肝
心
な
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
思
考
法
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
彼
ら
の
文
章
も
よ
く
分
か
り
か
ね
る
の
で
、
番
外
と
し
て
こ
こ
で
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
言
及
し
た
い
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
『
マ
ル
ク
ス
の
た
め
に
』
□
九
六
五
年
）
所
収
の
「
唯
物
論
的
弁
証
法
に
つ
い
て
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
の
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盾の重層的決定」ということを唱える。その重層的決定の要因をなす経済的実践、政治的実践、理論的実践の三つ
の実践のうちの、最後の理論的実践についての研究が、この「唯物弁証法について」でおこなわれているのである。
し
か
し
、
こ
の
引
用
文
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
の
で
、
今
村
仁
司
氏
の
解
説
を
借
川
し
た
い
。
「八社会Ｖは、諸☆の実践の複合的全体である。：…・実践とは、個々の人間の行為のことではなく、実践的構造、
（Ⅳ） 
すなわち人間を柵造的担い手（Ⅱ一条件）として含む一定の柵雅廻である。」
そ
れ
で
は
理
論
的
実
践
と
は
何
か
？
（川）
「アルチュセールが『理論的実践』とよぶものは、とくに科学的思考、科学的実践にあたる。」
「
Ｇ
－
を
Ｇ
Ⅲ
へ
、
原
料
を
生
産
物
へ
、
前
科
学
的
「
認
識
」
を
科
学
的
認
識
へ
、
と
変
換
Ⅱ
加
工
す
る
も
の
、
そ
れ
が
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
い
う
八
第
二
の
一
般
性
Ｖ
（
Ｇ
Ⅱ
）
で
あ
る
。
…
…
Ｇ
ｌ
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
が
他
の
所
で
提
起
し
た
と
こ
ろ
の
ハ
プ
ロ
（四）
ブレマティックＶ（Ⅲ題訓収定）の概念に等しい。」
「
科
学
者
が
間
い
を
立
て
答
を
つ
く
る
操
作
全
体
が
、
こ
の
Ｇ
ｌ
と
い
う
「
間
脳
設
疋
」
に
よ
っ
て
樅
造
的
に
決
定
さ
れ
る
。
ひ
と
は
、
川
越
設
定
の
枠
内
に
入
り
う
る
も
の
だ
け
を
「
見
る
」
（
認
識
す
る
）
こ
と
が
で
き
る
。
枠
外
の
現
象
は
、
視
界
に
入
っ
て
も
見
、
、
、
（別）
脾えない（認識できない）。」
く
ど
い
よ
う
だ
が
、
も
う
一
度
く
り
か
え
す
と
、
「理論的突践の過秘は、Ｇ－に対してＧⅡが働きかける（労働する）ことによってＧⅢを生旅する過租である、
と形式的にいうことができる。この場合、Ｇ－からＧⅢへの過秘が八認識論的断絶Ｖであり、Ｇ－にから攻つく前
科学的Ⅱイデオロギー的殻が八認識論的障害物Ｖである。．…：そして、重要なことは、Ｇ－とＧⅢとの間には、質
的不連続があること、Ｇ－とＧⅢとは同一性を全くもたないこと、いいかえれば、Ｇ－の橘造とＧⅢの構造とは、
榊造的異質性の関係にある。」
つよ｛ｈ／、
二
ル
ク
ス
の
認
識
論
は
、
常
に
所
与
の
前
科
学
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
実
践
の
産
物
（
直
観
、
表
象
、
Ｇ
－
）
を
、
一
定
の
科
学
Hosei University Repository
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（犯）
「
不
可
視
の
Ｊ
も
の
は
、
特
定
の
問
題
設
定
（
可
視
性
の
領
野
）
か
ら
排
除
さ
れ
、
抑
圧
さ
れ
、
禁
止
さ
れ
る
Ｊ
も
の
で
あ
る
。
」
テクストの中の「見えないもの」を「見えるように読承とる」、「徴候的読書」はアルチュセールの『資本論を読
む
』
の
第
一
部
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
引
用
す
る
余
裕
が
な
い
。
そ
し
て
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本論』の中で、不可視な』もの、潜在的にひそんでいるＪものとして発見したＪい）のは、労働者が日々搾取されていると
いう眼には見えない事実、一一一一向いかえれば「剰余価値」であった。それは普通では見えないＰしかし資本主義社会の
経済椛造を分析することによって眼に兄えてくるのだ。見えない氷）のを兄えるようにしてくれるＪい）のこそ「科学的
思考」（この場合にはマルクス主義）ということになる。
この「徴候的読永」を芸術論に応川するとどうなるか？芸術活動も理論的実践の一部Ｎであって、芸術家は国
家
の
抑
庄
的
な
機
能
の
一
部
と
な
っ
て
い
て
支
配
的
で
は
あ
る
が
眼
に
は
見
え
な
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
現
状
（
Ｇ
１）に、現状の中で疎隔しつつ、芸術自身の生産の道具を用いて働きかける（ＧⅡ）ことによって、抑圧的なイデ
オロギーを誰の眼に氷）見えるようにする芸術的効果（ＧⅢ）を生産するのである。
的
労
働
手
段
（
こ
れ
同
体
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
一
般
性
で
あ
り
、
歴
史
的
に
限
定
さ
れ
た
科
学
の
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ッ
ク
、
Ｇ
Ｉ
）
、
、
、
、
（
皿
）
によって、変換Ⅱ変形Ⅱ労働することによって、新しい一般性Ⅱ概念Ⅱ科学的認識を生産する。」
こ
の
「
認
識
論
的
断
絶
」
を
読
書
法
に
応
用
す
る
と
ど
う
な
る
か
？
ま
た
ま
た
今
村
氏
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ヨ認識を生産として考える』アルチュセールにとって、「読む」とは理論的実践（生産）以外の何ものでもない。
あるテクストを読むことは、変形的実践（労働）を媒介にして、別種の新しいテクストを牝産することである。」
「問題は、言葉とその意味の一義的対応を読むのではなくて、一一一一口葉がつくり出す系列（文章、ディスクール）の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
な
か
に
あ
る
空
白
・
欠
如
・
穴
．
：
…
を
聴
き
と
り
、
読
孜
と
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
読
匁
力
を
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
「
徴
候
的
読
孜
取
り
」
と
詔
づ
け
る
。
「
徴
候
的
論
糸
取
り
」
は
、
読
ま
れ
る
テ
ク
ス
ト
の
な
か
に
か
く
さ
れ
た
も
の
を
あ
ば
き
、
そ
れ
を
テ
ク
ス
ト
の
な
か
に
不
在
の
形
式
の
下
で
存
在
す
る
他
の
テ
ク
ス
ト
、
読
ま
れ
る
テ
ク
ス
ト
が
徴
候
的
に
産
出
す
る
不
在
の
テ
ク
ス
ト
に
結
び
つ
け
る。」
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事実、この本に入っている「文学の分析あるいは橘造の墓所」という論文は、鎧初はサルトルの主宰する雑誌の
「
構
造
主
義
特
集
号
」
に
の
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
日
本
で
も
そ
れ
は
『
榊
造
主
義
と
は
何
か
』
と
い
う
題
で
訳
さ
れ
て
い
る
本
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
論
文
で
は
バ
ル
ト
や
フ
ー
コ
ー
な
ど
が
引
川
さ
れ
て
、
批
評
と
は
何
か
、
文
学
と
は
何
か
、
が
論
じ
ら
れ
て
い
８
マ
ッ
ュ
レ
ー
ー
文
学
生
産
の
理
論
な
ん
の
先
入
観
も
な
し
に
仏
の
ビ
ニ
ー
ル
・
マ
シ
ュ
レ
ー
の
『
文
学
生
産
の
理
論
』
（
一
九
六
六
年
）
を
読
む
と
、
そ
れ
は
当
節
流
行
の
デ
ィ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
い
し
文
学
受
容
理
論
の
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
に
フ
ラ
ン
ス
的
エ
ス
プ
リ
と
で
も
い
う
の
か
、
文
章は暇く蝶のように華腿に郷うがとらえどころがない。各章ごとに例えば「批評と判断」、「Ⅲ趣と解答」、「裏と表」
のように二項対立的なテーマで、各章ごとに断片的に書かれていて、まるでロラン・バルトの『神話作用』でも読
そして、三加害とは、批評家の仕事とは、テクストの中に排除され、抑圧されて隠されているものを、新しい知の
立
場
（
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
場
合
は
マ
ル
ク
ス
主
義
）
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
眼
に
見
え
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
その限りではマシュレーやその師といわれるアルチュセールは構造主義者でもあるだろう。本人たちは構造主義
者と呼ばれることは好まぬようであるが。それにアルチュセールはマルクスの仕事（『資本論巳を柵造主義的に分
析し、翻訳したといわれているのだから、柵造主義的マルクス主義者といわれてもやむをえないところもある。
それにしてもよく分からない人で、『文学生産の理論のために』（原題）といいながら、奇妙なことに、肝心な
文
学
の
生
産
の
ことがあまり語られていないのだ。アルチュセール派という枠組をはめて考えると、どうしてもアル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
言
う
Ｇ
１
か
ら
Ｇ
Ⅲ
へ
の
変
換
を
考
え
て
し
ま
う
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
「文学は作品であり、文学は芸術の世界に属する。それはある仕事の所産である。このことは、それらのいずれ
も
が
自
律
的
事
項
で
あ
る
加
工
さ
れ
る
素
材
と
、
素
材
を
加
工
す
る
手
段
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
加
工
さ
れ
る
素
材
と
そ
の
仕
事
の
る。 んで
い
る
感
じ
な
の
だ
。
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それでは何が書かれているのかといえば、アルチュセールの一一一一口葉でいえば「徴候的読糸とり」というほかない。
「
文
学
作
品
を
認
識
す
る
と
は
、
そ
れ
を
分
解
し
た
り
八
非
神
秘
化
ｖ
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
新
た
な
知
を
う
ゑ
だ
す
こ
と
な
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
のであり、作品がそれとは一一一一口わずに語ることを述べることなのである。実際、真の分析は、……けっして一一一一口われな
か
っ
た
こ
と
、
最
初
か
ら
言
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
対
決
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
：
：
：
真
の
分
析
と
は
、
そ
れ
な
く
し
て
は
作
口
叩
が
存
在
し
え
ぬ
条
件
、
根
源
的
に
作
品
に
先
行
し
て
、
作
品
中
に
は
そ
れ
を
見
出
し
え
ぬ
条
件
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
」
こ
れ
は
「
文
学
の
分
析
…
…
」
の
方
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
そ
ち
ら
の
方
が
論
理
的
な
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
意
味
が
と
り
や
す
い
か
ら
だ
。
『
文
学
生
産
の
理
論
』
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
．
省
略
せ
ず
に
引
用
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
『文学生産の理論』では、次の引用の個所だけである。
、
、
「作品は労働の、したがって、技術の所産である。しかし技術はかならずしも人工的ではない。それは労働者の
作
品
で
あ
っ
て
、
手
品
師
や
影
絵
使
い
の
作
品
で
は
な
い
。
こ
の
労
働
者
の
能
力
は
、
無
か
ら
有
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
い
つ
わ
り
の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
奇蹟ではない（それ故、ある作品の作者は創造者であると主張しても、それは無意味である）。作品の生産される
場
所
は
、
舞
台
装
置
の
幽
霊
が
一
時
的
に
現
わ
れ
る
よ
う
な
劇
場
の
舞
台
で
は
な
い
。
こ
れ
こ
そ
、
正
に
、
何
で
も
か
ま
わ
な
い
も
の
、
、
、
、
、
、
、
、
で
は
な
く
、
決
定
さ
れ
た
作
品
、
真
の
作
品
が
生
産
さ
れ
る
理
由
な
の
で
あ
る
。
方
法
と
し
て
の
芸
術
を
語
る
こ
と
は
、
芸
術
が
何
で
あるかを知ることにはならないのである。」（内藤陽哉訳）
作
者
Ⅱ
技
術
者
説
は
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
に
も
、
ロ
ラ
ソ
・
ベ
ル
ト
に
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
章
も
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の「哲学」を知らない人には、まるで理解できないだろうし、知っている人にも半分は理解できないであろう。そ
れ
で
も
こ
れ
は
マ
シ
ュ
レ
ー
の
文
章
と
し
て
は
論
理
的
な
文
章
の
部
類
に
入
る
ほ
う
だ
。
マ
シ
ュ
レ
ー
の
文
章
の
一
例
と
し
て
あ
え
て
所産とは必然的に別のものである。」（松崎芳隆訳）
これは論文「文学の分析：…」から引用したものだが、Ｇ１ＩＧⅡｌＧ剛の変換方式を連想させる文章は、
こ
れ
ひ
と
つ
し
か
な
い
。
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「
作
品
と
は
意
味
を
お
お
い
か
く
し
て
い
る
皮
質
で
あ
っ
て
、
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
は
そ
の
皮
質
を
破
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
解
釈
者
は
こ
ん
な
暴
力
的
な
解
放
を
行
な
う
の
で
あ
る
。
彼
は
作
肺
を
解
体
し
、
作
品
が
そ
の
間
接
的
表
現
で
あ
っ
た
も
の
を
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
直接的に指示させる、作口叩のもつ意味のイマージュに則して作品を再榊成するのである。（中略）作品の中には解
放
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
意
味
が
引
き
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
文
学
の
中
の
作
品
は
、
そ
の
意
味
が
守
ら
れ
て
い
る
雄
弁
に
し
て
欺
脳
的な仮而なのだ。作品を認識するとはこの本質的で独自の意味にまでさかのぼることだ。」
し
か
し
、
こ
れ
が
マ
ル
ク
ス
主
義
と
な
ん
の
関
係
が
あ
る
の
か
、
む
し
ろ
こ
れ
は
フ
ロ
イ
ト
の
抑
雁
理
論
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
素朴な疑問を抱いてしまうのだ。勿論、作品の意味をおおい隠して、見えないようにさせているのは体制的なイデ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
は
ず
な
の
で
、
マ
シ
ュ
レ
ー
の
『
文
学
生
産
の
理
論
』
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
と
し
て
読
め
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
書
か
れ
て
な
い
こ
と
、
語
ら
れ
て
な
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
を
マ
シ
ュ
レ
ー
の
本
の
中
で
読
承
と
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
我
々
読
者
が
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
「
徴
候
的
読
ふ
と
り
」
と
い
う
科
学
的
思
考
（
Ｇ
Ｉ
）
の
立
場
に
立
っ
て
、
マ
シ
ュ
レ
ー
の
テ
ク
ス
ト
の
中に、不可視な、抑圧されている「イデオロギー」というものを読糸とっているからであろうか？
我々は「認識論的切断」をすでに実行したというべきなのか、それとも自立しないテクストは読むに耐えない、
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
理
論
を
構
築
す
る
試
承
は
挫
折
し
た
、
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
？
英
国
の
テ
リ
ー
・
イ
ー
グ
ル
ト
ン
の
『
文
芸
批
評
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
（
一
九
七
六
年
）
の
中
に
は
、
マ
シ
ュ
レ
ー
の
『
文
学
生
産
の
理
論
』
に
つ
い
て
の
簡
潔
な
要
約
や
批
評
が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
『
不
本
愁
な
が
ら
』
（
一
九
八
六
年
）
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
集
の
冒
頭
に
コ
シ
ュ
レ
ー
と
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
理
論
」
と
い
う
論
文
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
マ
シ
ュ
レ
ー
理
論
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
も
は
や
紹
介
す
る
紙
幅
も
な
い
し
、
興
味
も
な
い
。
『
文
学
生
産
の
理
論
』
に
は
、
他
に
レ
ー
ニ
ン
の
ト
ル
ス
ト
イ
論
に
関
し
て
や
、
ヴ
ェ
ル
ヌ
や
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
小
説
を
論
じ
た
も
の
が
入
っ
て
い
る
が
、
ジ
ョ
イ
ス
論
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
毛
沢
東
派
と
称
せ
ら
れ
た
テ
ル
・
ケ
ル
派
の
ソ
レ
ル
ス
の
「
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ・ウェイク論」やアルチュセール派のイーグルトンの「ジョイス論」については、すでにＳジョイス再評価の
た
め
の
覚
え
書
』
）
書
い
た
の
で
省
略
す
る
。
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ロシア・ファルマリズムの解説から始まって、ポスト構造主義、精神分析批評に至るまで、様女な文学流派の批
評理論を説明した後の「結論ｌ政治的批評」は、次のように書かれている．
「
す
べ
て
は
、
い
か
な
る
状
況
で
、
あ
な
た
が
何
を
お
こ
な
い
た
い
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
批
評
家
た
ち
は
ま
た
、
理論と方法の問題についても寛容である。いきおいこの点に関して、彼らは多元論者になる傾向がある。人間の解
放という戦略目標、つまり社会を社会主義者として変革することを通して「よりよい人間」を生むこと、これに貢
献する方法や理論ならなんであれ受け入れてしまう。構造主義、記号論、精神分析、ディコンストラクション、受
容理論。こうしたアプローチのどれにも、利用できるすぐれた洞察がふくまれている。」
ま
こ
と
に
「
寛
容
」
と
い
う
か
ア
ヅ
ヶ
ラ
カ
ン
と
し
て
い
る
の
だ
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
い
う
Ｇ
Ｉ
に
社
会
を
変
革
す
る
科
学
理
論
（つまり、マルクス主義）を適用すれば、徴候的読糸方ができて、どんなイデオロギーの迷妄でも打破できるとい
イーグルトンは小冊子『マルクス主義と文学批評』（一九七六年）や『文芸批評とイデオロギー』のなかでは、
彼なりにマルクス主義文学理論を構築しようと試ゑていた。しかし、最近の「文学とは何か』（一九八三年）では、
エッセイ集「不本意ながら』の言葉を借りれば、「理論的」から「政治的に」変って、そのような試糸を放棄して
容
理
論
。
こ
手まことに
（つ歩生ｈく
う
こ
と
か
？
エ
ッ
セ
イ
集
「
不
本
意
な
》
０
 
し
ま
っ
た
よ
う
に
糸
え
る
。
『
歴
史
と
文
芸
批
評
』
の
結
論
も
、
奇
し
く
も
イ
ー
グ
ル
ト
ン
の
主
張
と
ほ
堂
同
じ
な
の
で
あ
る
。
著
者
は
フ
ラ
ン
ス
人
に
ふ
さ
わ
し
く
サ
ル
ト
ル
の
方
法
論
を
支
持
す
る
の
だ
。
「彼（Ⅱサルトル）はこの差し当っての無力からマルクス主義を救い出すために、必要やむをえない抽象化から
具体的状況の分析へと、そしてまたその反対へと往復運動を可能にするような八媒介Ｖの研究をふかめるように進
言する。そのために彼が提唱するのは、精神分析学、言語学、社会学、歴史学、批評などの人文科学の成果をマル
９
お
わ
り
に
ｌ
イ
「
グ
ル
ト
ソ
と
サ
ル
ト
ル
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、
、
、
クス主義的分析に取りいれることである。要するに彼は、全人類をその方法の視野のうちに収めるととＪ公）に、各個
人
を
実
存
的
な
個
人
史
の
中
に
捉
え
よ
う
と
望
む
の
だ
。
…
…
サ
ル
ト
ル
は
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
問
題
を
明
確
に
し
て
く
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
。
つ
ま
り
個
人
の
特
殊
性
お
よ
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
零
級
の
諸
領
域
の
特
殊
性
を
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
枠
内
で
考
察
す
イ
ー
グ
ル
ト
ン
の
結
論
と
『
歴
史
と
文
芸
批
評
』
の
著
者
の
結
論
が
ほ
堂
同
じ
な
の
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
理
論
の
樅
築
が
出
口
な
し
の
絶
望
を
示
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
開
き
直
り
に
よ
る
か
す
か
な
希
望
の
光
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
（鋼）
ろ，ということである。」
'-，′■、'－，／戸、〆再、
５４３２１ 
ミーノ、_ノ、_ノ、_ノ、_ノ
（６）『リアリズム論』ｂｐ届ｌ屋．
（７）リュシアン・ゴルドマン（川俣兇自訳）『人間の科学とマルクス主義』（紀伊国屋書店、一九七三年）所収「発生と柵
／~、'－，／■､／■、'－，／~、／へ
１４１３１２１１１０９８ 
、_ノ、_ノ、ゴノ、=ノ、-ノ、=ノ、-ノ 注粋の、画）ｂ・得心ロ。
迦狸」□・口晤。
Ｒ・カワード／Ｊ・エリス共著『記号論と主体の思想』（誠信書一尻、一九八三年）勺，、．
Ｇ・スタイナー『一一一一口語と沈黙』（下）（せりか書一尻、一九七四年）所収「マルクス主義と文芸批評家」勺・図色他。
池田浩士『ルカーチとこの時代』（平凡社選書、一九七五年）□・田○・
ゲオルク・ルカーチ『リアリズム論』（理論社、一九七一年）ｂ・田、とｐｍＢ・
］の館のＨの○口ロロロ閃○すの］（のＱの．）》』ご＆ｓ高い茸９ｓ］弓舂⑯ミビ（団呉のｍｏＨＱ缶ｎ回Ｑの日』、ｐｐｑ同Ｑ臣０口は○口ロ］旧丘・〉門○口ｑ○口》
小牧治『アドルノとその周辺』（啓隆剛、一九七一年）ｂｂ・巴のｌごｍ・と已・屋い
城
塚
・
清
水
他
『
枢
絶
の
精
神
１
マ
ル
ク
「
ゼ
の
全
体
像
１
１
』
（
大
光
社
、
一
九
六
九
年
）
。
雲
清
水
多
吉
の
人
潴
解
説
よ
り
．
Ｔ・アドルノ『文学ノート』（イザラ書房、一九七八年）所収「強請された和解」ご・■Ｐ
同書、己・屈吟と已巴と己．〕口『・
同書所収「諸前提」ｐ口Ｓ・
テリー・イーグルトン『文学とは何か』（岩波書店、一九八五年）勺・］色・
日○口］団のロロの件》、ミミミ｛②ミロ苫＆」自口、遥吻言（三の岳口のＰご己）勺・の⑭。
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／~、／■、〆自、／■、／~、／=、／－，
２３２２２１２０１９１８１７ 
'－，、_ノ、_ノ、＿ノ、_ノ、=ノ、=ノ、=ノ
ｉｔリミヤｊ
滝邑三倉雇夛雇倉倉
（
焔
）
ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
一
説」ｂｂ・己ｊく己．
（肥）㈲○日のシ」三口の①の制（日日ロの］
ｂ０Ｈｍ山〉ｂ・桿⑭Ｆ〉勺・得、、やｂ白の桴。
『アルチュセール』ｂ』、ゴ
『雁史と認識』□・ちいとＣｓ吟・
今村仁司『社会科学批評』（国文社、一九八三年）□・の①》ｂｂ・の①ｌごＰｂ』虐・
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
デ
ル
フ
ォ
／
ア
ン
ヌ
・
ロ
ッ
シ
ュ
共
著
（
川
名
子
弘
訳
）
『
歴
史
と
文
芸
批
評
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
）
今村仁司『ァｌ
『歴史と認識」
今村仁司『歴史と認識」（新評論、一九八五年）ごロ・ヨー湯・
今村仁司『アルチュセール」（清水書院、一九八○年）□』圏．
本稿は昭和五九年度の法政大学特別研究助成金による研究の成果であることを付記します。）
□・得○ｍ。
ア
ヴ
ァ
『
記
号
の
解
体
学
ｌ
セ
メ
イ
オ
ラ
ヶ
ー
』
（
せ
り
か
書
房
、
一
九
八
三
年
）
所
収
「
言
華
対
話
・
小
● 
（日日ロの］口斤＆ご国のご国月のョの庁のＨ）》画）、ミロ員（Ｚのゴ伊の坤詞のぐ〕のゴ国葺・ロの》冊○三・口》己。）
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